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伊方発電所第３号機総合排水処理装置脱水機漏電 

     ブレーカーの不具合他１件にかかる報告書の提出について 

 

 

平成15年6月に発生しました伊方発電所第３号機総合排水処理装置脱水機 

漏電ブレーカーの不具合他１件につきまして、その後の調査結果がまとまり

ましたので、安全協定第11条第２項に基づき、別添のとおり報告いたします。 

 

  今後とも伊方発電所の安全・安定運転に取り組んでまいりますので、ご指

導賜りますようお願い申しあげます。 

 

以 上 

              

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

伊方発電所第３号機 
 

２次系補助設備制御盤の不具合について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

平成１５年８月 

四国電力株式会社
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１．件 名 

伊方発電所第３号機  

２次系補助設備制御盤の不具合について 

２．事象発生の日時 

平成１５年 ６月２０日 ９時４５分 

３．事象発生の設備        

２次系補助設備制御盤 

４．事象発生時の運転状況 

通常運転中（出力９２９ＭＷ） 

５．事象の概要 

伊方発電所第３号機は、通常運転中のところ、平成１５年６月２０日９時４５

分、２次系補助設備の運転操作を行う操作卓において、２系統ある操作卓のうち

１系統での操作・監視ができないことが判明した。 

その後の調査点検の結果、当該制御盤の制御カードが不良であることを確認し、

当該不良カードを予備品に取り替え、同日１１時０５分通常状態に復旧した。 

なお、２次系補助設備の操作・監視は、１系統の操作卓で行うことができるた

め、復旧するまでの間、問題はなかった。 

また、本事象によるプラントの運転への影響及び周辺環境への放射能の影響は

なかった。                        

６．事象の時系列 

６月２０日 

８時４８分  中央制御室に「２次系補助設備制御盤」の警報発信 

９時１７分  ２次系補助設備制御盤の２系統ある操作卓のうち、当該の 

１系統をリセット・再立ち上げ操作実施 

９時４５分   再立ち上げ不可のため１系統の操作卓が故障したものと
判断 

１０時０５分  制御カード取替開始 

１０時２７分  制御カード取替完了 

１１時０５分  通常状態に復旧 

 

７．調査結果 

（１）現地調査 

ａ．中央制御室に「２次系補助設備制御盤」の警報が発信したとき、２次系補

助設備制御盤の２系統の操作卓（操作卓－１，２）のうち、操作卓－２で 
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の操作・監視ができない状態になっていた。（操作卓－１での操作・監視

は可能） 

ｂ．操作卓―２の制御回路を確認したところ、制御カードのうち下流の２次系

補助設備の制御装置と通信を行うカード（以下当該カード）の故障を示す

表示灯（ＬＥＤ）が点灯していた。 

ｃ．操作卓－２のコンピュータのフリーズ状態（何らかの原因による装置の一

過性の停止）が考えられるため、リセット・再立ち上げ操作を試みたが、

操作卓の画面（ＣＲＴ）には何も表示されず通常状態には復帰しなかった。 

ｄ．再立ち上げ中にも当該カードの故障を示す表示灯が点灯しており、その他

のカード及び機器には異常は認められなかった。 

     以上のことから、操作卓―２の制御回路のうち、当該カードが故障したも

のと判断した。                 

（添付資料－１，２） 

（２）保守状況の調査 

２次系補助設備制御盤の操作卓については、毎定期点検時、バッテリー等の

消耗品取替や電源電圧測定、制御回路部およびＣＲＴの外観・目視点検を実施

しており、至近の第６回定期検査における点検記録を確認した結果、点検記録

に異常は認められなかった。 

なお、制御回路については常時自己診断を行っており、定期検査時における

カード自体の点検は実施しないこととしている。 

また、当該カードは設備設置以降に取り替えた実績はなかった。 

 

８．推定原因 

   ２次系補助設備を操作・監視する操作卓の当該カードが故障したことから、２

次系補助設備の制御装置と通信ができなくなり、自己診断機能により操作卓が停

止状態となり操作・監視が出来なくなったものと推定される。 

    

９．対 策 

（１）当該カードを予備品に取り替え、健全性を確認したうえ復旧した。 

（２）運転中の故障に対応するため、今後とも制御カードの予備品を常備しておく。 

     

以  上 



 

 

添 付 資 料 

 

 

添付資料－１ 伊方発電所第３号機２次系補助設備制御盤概略図 

 

添付資料－２ 伊方発電所第３号機２次系補助設備制御盤写真 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



添付資料－１ 
 
 
伊方発電所第３号機 ２次系補助設備制御盤概略図 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

警報

<補機制御室>

２ 次系補助設備制御盤

タービン発電機補助盤

－１操作卓  

中央制御室

CRTCRT CRTCRT

３ 号機
純水装置
制御装置

３ 号機
海水淡水化
装置
制御装置

３ 号機
総合排水
処理装置
制御装置

……

<現　場>

不具合箇所
ｶｰﾄﾞ(制御    )

－２操作卓  

警報装置盤

２ 次系補助設備

１ 次系計装盤室

制御回路制御回路



添付資料－２ 
 
伊方発電所第３号機 ２次系補助設備制御盤写真 

 

２次系補助設備制御盤 

２次系補助設備制御盤 操作卓－２ 制御回路 

故障カード 

故障表示灯 


